グスコ —ブ ドリ は、 ノ -1 ハト— ヴの 大きな 森の なか 

に 生まれました。 おとうさん は、 グスコ —ナ ドリと い 

う 名高い 木こりで、 どんな 大きな 木で も、 まるで 赤ん 

坊を 寝かし つける ように わけなく 切 つ てし まう 人で し 

た。 

ブ ドリに は ネリと いう 妹が あって、 二人 は 毎日 森で 

遊びました。 ごしつ ごしつ とおとう さんの 木 を 挽く 音 

が、 やっと 聞こえる くらいな 遠くへ も 行きました。 二 

人 は そこで 木い ちごの 実 をと つ て わき 水に つけたり、 



二人が 泣いて あとから 追って 行きます と、 おかあさん 

ま ふリ. い て、 

「なんたら いう こと をき かない こどもら だ ご としか 

るよう に 言いました。 

そして まるで 足早に、 つまずきながら 森へ はいって 

しまいました。 二人 は 何 べん も 行ったり 来たりして、 

そこら を 泣いて 回りました。 とうとう こらえ 切れな く 

なって、 まっくらな 森の 中へ はいって、 いっかの ホッ 

プの 門の あたりや、 わき 水の ある あたり を あちこちう 

ろうろ 歩きながら、 おかあさん を 一 晚 呼びました。 森 

の 木の間から は、 星が ちらちら 问か 言うよう に ひかり 



それから、 二十日ば かり ぼんやり 過ぎましたら、 あ 

る 日 戸口で、 

「今日は、 だれかい るかね ご と言う ものが ありました _ 

おとうさんが 帰って来た のかと 思って、 ブ ドリが はね 

出して 見ます と、 それ は 籠 をし よった 目の 鋭い 男で し 

もち 

た。 その 男 は 籠の 中から 丸い 餅 をと リ 出して ぼんと 投 

げ ながら 言いました。 

ききん 

「私 はこの 地方の 飢饉 を 助けに 来た もの だ。 さあなん 

でも 食べな さいご 一 一人 はしば らく あきれて いましたら 

「さあ 食べ るんだ、 食べ るんだ ご とまた 言いました。 

二人が こわごわ たべ はじめ ますと、 男 は じっと見 てい 



渡す と、 すたすた 向こうへ 行って しまいました。 ブド 

リ はまた 三つば かリ それ を 投げ ましたが、 どうしても 

息が はあはあして、 からだが だるくて たまら なくなり 

ました。 もう 家へ 帰ろうと 思って、 そっちへ 行って 見 

ますと、 おどろいた ことに は、 家に はいつ か 赤い 土管 

の 煙突が ついて、 戸口に は、 「ィ— ハト ー ヴ てぐす 工場」 

という 看板が かかって いるので した。 そして 中から た 

ば こ を ふかしながら、 さっきの 男が 出て 来ました。 

「さあ こども、 たべもの を もってき て やった ぞ。 これ 

を 食べ て 暗くなら ない うちにもう 少し かせ ぐんだ ご 

「ぼく はもう いや だよ、 うちへ 帰る よ。 - 



うだれ もお りませんでした。 そこで ブ ドリ は、 しょん 

ぼリ とみんな の 足跡の つ いた 白い 灰 を ふんで 野原の ほ 

うへ 出て 行きました。 

三 R5、 ま..， こけ 

ブ ドリ は、 いっぱいに 灰 を かぶった 森の 間 を、 町の 

ほうへ 半日 歩きつ づけました。 灰 は 風の 吹く たびに 木 

ふぶき 

から ばさばさ 落ちて、 まるでけ むり か 吹雪の ようで し 

た。 けれども それ は 野原へ 近づく ほど、 だんだん 浅く 

少なくな つて、 ついに は 木 も 緑に 見え、 みちの 足跡 も 



ひげが にわかに 笑い出しました。 

「よしよ し。 お前に 馬の 指 竿と リを 頼む からな。 すぐ 

おれに ついて 行 くんだ。 それで はまず、 のるかそるか 

秋まで 見て て くれ。 さあ 行こう。 ほんと に、 ささげの 

つるで もい いから 頼みたい 時で なご 赤 ひげ は、 ブ ドリ 

とお じいさんに かわるがわる 言いながら、 さっさと 先 

に 立って 歩きました。 あとで はお じいさんが、 

「年寄りの 言う こと 聞かないで、 いまに 泣 くんだ なご 

と つぶやきながら、 しばらく こ つ ち を 見送つ ている よ 

うすでした。 

それから ブ ドリ は、 毎日 毎日 沼ば たけへ はいって M? 



いて、 それが じつに うらやま しそうに 見えました。 

こうして r 一十 日ば かりたち ますと、 やっと 沼ば たけ 

はすつ かり どろどろに なりました。 次の 朝から 主人 は 

まるで 気が立って、 あちこちから 集まって 来た 人た ち 

といつ しょに、 その 沼ば たけに 緑い ろの 槍の ような ォ 

リザの 苗 を いちめん 植えました。 それが 十日ば かりで 

済む と、 今度 はブ ドリた ち を 連れて、 今まで 手伝って 

もらった 人た ちの 家へ 毎日 働きに でかけました。 それ 

もやつ と 一 まわり 済む と、 こんど はまた じぶんの 沼ば 

たけへ 戻って 来て、 毎日 毎日 草取り を はじめました。 

ブ ドリの 主人の 苗 は 大きくな つ てまる で 黒い くら いな 



「どうにか ならない のかい ご 

「だめだろう。 すっかり 五 年 前のと おりだ ご 

「だから、 あたし は あんた に 山師 を やめろ といつ たん 

じ やない か。 おじいさん も あんなに とめたん じ やない 

ゝ o _ 

力 」 

おかみさん はおろ おろ 泣き はじめました。 すると 主 

人が にわかに 元気に なって むつく り 起き上がりました。 

「よし。 ィ— ハト— ヴの 野原で、 指折り数えられる 大 

百姓の おれが、 こんな ことで 参る か。 よし。 来年 こそ 

やる ぞ。 ブ ドリ、 おまえ おれのう ちへ 来てから、 まだ 

ー晚も 寝たい くらい 寝た ことがない な。 さあ、 五日で 



りでした。 それから も、 来年 こそ 来年 こそと 思いな が 

ら、 ブ ドリの 主人 は、 だんだん こやし を 入れる ことが 

でき なくなり、 馬 も 売り、 沼ば たけ も だんだん 売って 

しまった のでした。 

ある 秋の 日、 主人 はブ ドリに つらそう に 言いました 

r ブ ドリ、 おれ ももと は \ -— ハト— ヴの大 百姓だった 

し、 ずいぶん かせいでも 来たの だが、 たびたびの 寒さ 

かんばつ 

と 旱魃の ために、 いまでは 沼ば たけ も 昔の 三分の 一 に 

なって しまったし、 来年 はもう 入れる こやし もない の 

だ。 おれ だけで ない。 来年 こやし を 買って 入れれ る 

人ったら もう， X -1 ハト ー ヴ にも 何人もないだろう。 こ 



た。 ブ ドリ はいろ いろな 思いで 胸が いっぱいでした。 

早く ィ ー ハト ー ヴの巿 に 着いて、 あの 親切な 本 を 書い 

たク— ボ— という 人に 会い、 できるなら、 働きながら 

勉強して、 みんなが あんなに つらい 思い をし ないで 沼 

ば たけを 作れる よう、 また 火山の 灰 だの ひでり だの 寒 

さ だの を 除く くふう をしたい と 思う と、 汽車 さえ まど 

ろこくって たまらない くらいでした。 汽車 は その 曰の 

ひるすぎ、 ノ -1 ハト— ヴの巿 に 着きました。 停車場 を 

一 足 出ます と、 地面の 底から、 何 か のん のん わくよう 

な ひびき やど ん よりと したくら い 空気、 行ったり 来た 

りする たくさんの 自動車に、 ブ ドリ はしば らくぼうと 



と 言って、 じぶんの ノ ー! ^を ふところへ しまって しま 

いました。 その 時 教室に、 ぱっと 電燈 がっきました。 

もう 夕方だった のです。 大 博士が 向こうで 言いました。 

「いまや 夕べ ははる かにき たり、 拙講 もまた 全 課 をお 

えた。 諸君のう ちの 希望者 は、 けだしい つもの 例に よ 

り、 その ノ— ト をば 拙者に 示し、 さらに 数箇の 試問 を 

受けて、 所属 を 決すべき である ご 学生た ち はわ あと 叫 

んで、 みんなば たばた ノ ー トを とじました。 それから 

そのまま 帰って しまう ものが 大部分で したが、 五六 十 

人 は 一 列に な つ て大 博士の 前 をと おりながら ノ ー トを 

開いて 見せる のでした。 すると 大 博士 は それ をち よつ 



せみ 

いて、 それが かわるがわる 色が 変わったり ジ ー と蟬の 

ように 鳴った リ、 数字が 現われたり 消えたり している 

のです。 下の 壁に 添った 棚に は、 黒い タイプライタ ー 

のよう な ものが 三 列に 百で もき かないく らい 並んで、 

みんな しずかに 動いたり 鳴ったり している のでした。 

ブ ドリが われ を 忘れて 見とれて おります と、 その 人が 

受話器 を ことつ と 置いて、 ふところから 名刺入れ を 出 

して、 一 枚の 名刺 をブ ドリに 出しながら 「あなたが、 

グスコ —ブ ドリ 君です か。 私 はこうい う ものです ご 

と 言いました。 見る と、 〔\ -1 ハト— ヴ 火山 局 技師べ 

ン ネンナ ー ム〕 と 書いて ありました。 その 人はブ ドリ 



来る のでした。 そして はげしい 変化の あるた びに、 模 

型 は みんな 別々 の 音で 鳴る のでした。 

ブ ドリ は その 日から ベン ネン老 技師に ついて、 すべ 

ての 器械の 扱い方 や 観測の しかた を 習い、 夜 も 昼 も 一 

心に 働いたり 勉強したり しました。 そして 二 年ば かり 

たちます と、 ブ ドリ は ほかの 人た ちと いっしょ にあち 

こちの 火山へ 器械 を 据え付けに 出されたり、 据え付け 

て ある 器械の 悪くな つたの を 修繕に やられたり もす る 

ようになりました ので、 もう ブ ドリに はノ -1 ハト ー ヴ 

の 三百 幾つの 火山と、 その 働き 具合 は 掌 の 中に あ 

るよう にわか つ て 来ました。 



ろの 水脈 を 引いて いくつ もす ベ つてい るので した。 

老 技師 はしず かにす ベての 観測 機 を 調べ、 それから 

ブ ドリに 言いました。 

「きみ はこの 山 は あと 何日ぐ らい で 噴火す ると 思う 

ゝ o _ 

力 」 

「 一 月 はもたない と 思います ご 

「一月 はもたない。 もう 十日 ももたない。 早く 工作し 

てし まわない と、 取り返しの つかない ことになる。 私 

はこの 山の 海に 向いた ほうで は、 あすこが いちばん 弱 

いと 思う ご 老 技師 は 山腹の 谷の 上のう す 緑の 草地 を 

指さし ました。 そこ を 雲の 影が しずかに 青く すべ つて 



高く 叫びました。 この 時 サン ム トリの 煙 は、 くずれる 

ように そら いっぱい ひろがって 来ました が、 たちまち 

そら はまつ 暗にな つて、 熱い こいしが ばらばら ばらば 

ら 降って きました。 みんな は 天幕の 中にはい つて 心配 

そうにして いました が、 ペンネ ン 技師 は、 時計 を 見な 

がら、 

r ブ ドリ 君、 うまく 行った。 危険 はもう 全くない。 巿 

の ほう へ は 灰 をす こし 降らせる だけだろう ご と 言い 

ました。 こいし はだん だん 灰に かわりました。 それ も 

まもなく 薄くな つて、 みんな はまた 天幕の 外へ 飛び出 

しました。 野原 はまる で 一 めん ねずみいろ になって、 



ちょうせき 

潮汐 発電所 は、 ィ— ハト— ヴの 海岸に 沿って、 二百 も 

配置され ました。 ノ -— ハト— ヴを めぐる 火山に は、 観 

測 小屋と いっしょに、 白く 塗られた 鉄の 櫓が 順々 に 

建ちました。 

ブ ドリ は 技師 心得に なって、 一年の 大部分 は 火山 か 

ら 火山と 回って あるいたり、 あぶなく なった 火山 をェ 

作したり していました。 

次の 年の 春、 ィ ー ハト ー ヴの 火山 局で は、 次の よう 

な ポスタ— を 村 や 町へ 張りました。 

「窒素肥料 を 降らせます。 



ことしの 夏、 雨と いっしょに、 硝酸 アム モ ニヤ 

そ さ い 

を みなさんの 沼ば たけ や 蔬菜ば たけに 降らせ ま 

すから、 肥料 を 使う かたは、 その 分 を 入れて 計 

算 してく ださい。 分量 は 百メ— トル 四方に つき 

百 一 一十 キログラムです。 

雨 もす こし は 降らせます。 

旱魃の 際に は、 とにかく 作物の 枯れない ぐらい 

の 雨 は 降らせる ことができ ますから、 いままで 

水が 来な くな つ て 作付し なか つた 沼ば たけ も、 

ことし は 心配せ ずに 植え ilz: けて ください ご 



その 年の 六月、 ブ ドリ は \ -— ハト— ヴ のまん 中に あ 

たる ィ ー ハト ー ヴ 火山の 頂上の 小屋に おりました。 下 

はいち めん 灰い ろ をした 雲の 海でした。 その あちこち 

から \ -— ハト ー ヴ じゅうの 火山の いただきが、 ちょう 

ど 島の ように 黒く 出て おりました。 その 雲の すぐ 上 を 

せき ふ 

一隻の 飛行船が、 船尾から まつ 白な 煙 を 噴いて、 一 つ 

の峯 から 一 つの 峯へ ちょうど 橋 を かける ように 飛び ま 

わって いました。 そのけ むり は、 時間が たつ ほど だん 

だん 太く はっきり なって しずかに 下の 雲の 海に 落ち か 

ぶ さり、 まもなく、 いちめんの 雲の 海に はう す 白く 光 

る 大きな 網が 山から 山へ 張り わたされました。 いっか 



のでした。 赤 ひげの 主人の 家に も 何 べん もお 礼に 行き 

ました。 

もうよ ほど 年 はとって いました が、 やはり 非常な 元 

気で、 こんど は 毛の 長いう さぎ を 千 匹 以上 飼ったり、 

かんらん 

赤い 甘 藍ば かり 畑に 作ったり、 相変わらずの 山師 は 

や つ てい ましたが、 暮らし はずう つと い いようでした- 

ネリに は、 かわいらしい 男の子が 生まれました。 冬 

に 仕事が ひまに なると、 ネリ は その子に すっかり こど 

もの 百姓の ような かたち を させて、 主人と いっしょに 

ブ ドリの 家に たずねて 来て、 泊まって 行ったり する の 

でした。 



しまって は、 あとなん ともく ふうがつ かなくな ると 存 

します 」 

老 技師 はだ まって 首 を たれて しまいました。 

それから 三日の 後、 火山 局の 船が、 カル ボナ ー ド島 

へ 急いで 行きました。 そこへ いくつもの やぐら は 建ち 

電線 は 連結され ました。 

すっかり したくが できる と、 ブ ドリ は みんな を 船で 

帰して しまって、 じぶん は 一人 島に 残りました。 

そして その 次の 日、 ノ -1 ハト ー ヴの 人た ち は、 青ぞ 

らが 緑い ろに 濁り、 日 や 月が 銅 いろに なった の を 見 

ました。 
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